
北陸情報通信協議会定期総会 特別講演「サスティナブルからリジェネラティブへ」を開催
--- 地域におけるＩＣＴ活用の新しい方向性 ---

北陸情報通信協議会（会長 金井 豊 北陸経済連合会会長）は、総務

省北陸総合通信局（局長 小津 敦）との共催で、令和５年４月２４日

（月）に「北陸情報通信協議会定期総会特別講演」を金沢東急ホテルで開

催しました。

本特別講演は、早稲田大学大学院アジア太平洋研究科の三友 仁志 教授

が、「サスティナブルからリジェネラティブへ--- 地域におけるＩＣＴ活

用の新しい方向性 ---」との演題で講演し、北陸情報通信協議会会員を中

心に１１０人が参加しました。

三友 仁志 教授による特別講演の様子

講演で三友氏は、まず従来の

持続可能性の考え方が、環境の

損害を減らすことを目的とする

のに対し、「リジェネラティブ

のアプローチは、生態系を活性

化し、環境を再生させることを

目指すことである」とし、そし

てそれは、持続可能な社会の実

現に向けて重要な考え方の一つ

であると説明しました。

また、「地域課題の解決」という地域社会におけるＩＣＴの利活用における従来の目標

から次の段階として、「地域の新たな価値の創生」を目指すべきであることを強調しまし

た。

さらに、 「地域の新たな価値の創生」のためには、断片的なモデルから全体整合的モ

デルへの移行を目指し、「競合」から「協合」することで、「地域の健全性をデザインす

る全体モデルを構築することが重要」としました。

三友氏が総務省等において参加している通信及び放送関連諸会議において展開されてい

る議論についても触れながら、講演を締めくくりました。

本特別講演を通じて、地域が抱える課題に対して、ＩＣＴを利活用する意義について理

解を深めることができました。
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